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1 素材の静的粘弾性補遺

2 木質材料の静的粘弾性補遺

3 素材の動的粘弾性補遺 (応カー歪図を除 く)
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(註1)表 9の水分応力については,応力値として図示されているもののみを取上げた｡したがって,乾

燥応力や反 り,狂いなどの報文の中で,変形のみを取扱ったデータはここでは省略して次回に取上

げることにする｡

(註2)表および文献中の記号は本資料 Ⅰ (木材研究 No.34,1965)の前文を参照すること｡

(註3)時間欄中の 〔 〕は繰返し数を示す｡

(註4)*ほ推定値を示す｡

表 3-2

素材の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和 I ク リ プ

*木材物理部門 (DivisionofWoodPhysics)

**京都大学農学部 (FacultyofAgriculture,KyotoUniversity)
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表 4-2

木質材料の静的粘弾性 補遺

応 力緩和
蛋,応 力 依 存 性 IA54(3-12).

水 分依存性

温 度依存性

平 衡

非平衡

平 衡

非平衡

D121(4-7,13,14).

D121(4-7,13,14).

ク リ フ

Ⅰ102(1).K8(8).

Dl16(4).

表 6-2

素材の動的粘弾性 補遺

蛋, 応 力 依 存 性

平 衡

非 平 衡

平 衡

非 平 衡

水 分 依 存 性

温 度 依 存 性

A51(2- 7).A56(4,5).Dl17(2,3,6,7).Dl18(3,5,8,9).D123
(9).D125(16,35,37,38).E36(16).E37(10).E38(1-6,8).
H6(3).Ⅰ98(ll).Ⅰ99(5-8,ll,12,15).K7(21).K8(ll,12,
14).05(2,3).

Dl14(3-5).

Dl14(3-5).

表 7-2

木質材料の動的粘弾性 補遺

歪, 応 力 依 存 性 IH6(3).Ⅰ98(7,ll).K8(ll,12,14).

平 衡

非 平 衡
水 分 依 存 性

温 度 依 存 性

Ⅰ100(22-27).

平 衡

非 平 衡

i100(22-27).

力応

9

分水

表

の材木

膨 潤 乾 燥

B-02(4-6).D-01(1-5).D-09(1,2).D-010
(1,4).E-01(3-6,8).Ⅰ-01(1-9).Ⅰ-04(6-
10,12,13,16-20). Ⅰ-05(1,2). Ⅰ-06(1-5).
Ⅰ-07(1-4).Ⅰ-08(1-12).I-011(1).Ⅰ-022
(3).K-04(1-14).K-05(16).W-01(4-10).

A-01(3-6). C-01(13,17-19). C-02(26,27).
D-02(10-15).D-010(4).E-02(2-6).E-
05(2-14). E-06(3,4,6,7). E-010(3). E-
013(2-5,7,8).E-018(5,6).F-02(2-6).Ⅰ-
08(1-6,8-12).Ⅰ-012(1).∫-02(2).
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表 10

(a) 素材の静的粘弾性 補遺

応力緒和- 歪,応力依存性

無

クリープ- 歪,応力依存性

樹 ++遠仁毒 二 性 症 力ま云;ま歪 卜右京率(完) 理鶴問時皮温

- 30-
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無

A-57 Fig.6に同じ

D-120 Fig.4,6に同じ

無

- 31-
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- _-:二I -_ :･- _ _ _=

D-120
Fig.7

ヒ ノ キ

(辺材)
最 終 収縮量一
時 間

クリープ･回
復曲線

圧縮 (⊥)
応力
25,50,100,
200kg/cm2

上 品遠プ強度

飽湿-2 20′～60oC

K-7 Fig.20に同じ

r 1

2,JJO2分 無

～60分 〟

】

～20日 無

応力緩和- 水分依存性 (平衡)

D-119
Fig.

2,5

樹 種 F特 性

ヒ ノ キ

(0.42)

D-119
Fig.3

D-119
Fig.6

FDi-g.1232ト ィ マ ツ

緩和剛性率曲
線

応力または歪

振り (L)

含水率(%)極 度 i時 間 座 理

30,55,
70oC

∃蒸溜水中
萱で緩和さ

～1 0 4 秒 ぽ 72=:1%N

L.''･::言 {'(

75%R.
H.で緩
和させた
後,1,2,
5N塩酸
溶液に浸
演

緩和曲線

湿 潤
75% 氏.H.

圧縮 (T)

(応急g/｡m2)
室 温

蒸溜水お
よび75%
R.H.で
緩和させ
た後,1,
2,5N塩
酸溶液に
浸漬

～23分 無

クリープ- 水分依存性 (平衡)

t遠 種 事特 産 ｢ 応力または可 含水率(%三極 理処問時皮

曲げ (L)

流動曲線
応力108.5～416

kg/cm2

- 32-
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樹 種 ‡特 性 ｢- または歪 1含水率(%)L温 度 l時 間 E処 理

無

クリープコソ
ブライアンス
〔D(t)]一時間

18.8,14.6
17.7--15.6

lo一l-1.35
×103分

蘇

>100,14.6

( 〟 日 ,26'･V5vLf57･●占

>100,7.6
24.5.一十8.4

応力緩和- 水分依存性 (非平衡)

特

- 33-
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クリープ- 水分依存性 (非平衡)

ク1)-プコンプライアンス曲線
収縮量一 時 間

ク1)-プ曲 線

〟 【 気乾-2 】 〟 ! 〟

クリープコン
プライアンス
曲線

クリープ曲線

- 34-
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無

A-55 Fig.4に同じ

無

p-7 Fig.5に同じ

応力レベル,
含水率一時間

引張 (T)

(FSd～vl㌶ レ)

クリープコン
プライアンス
〔D(t)十時間

18.8,14.6
17.7一十15.6

10-1～1.35
×103 分･

>100,14.6
26.5-15.8

>100,7.6
24.5-8.4
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Ⅰ-101

Fig. 9

2｢⊥.1g

F

.､T･-IA_

TT.

J･･ー･-.~L･ー-･-･--J

i

ol13
.011

Buche

〟〟

クリープコソ
プライアソス,

含水率一時間

D(1350)/D(0.1)
-含水率

D(1350)の実測値と計算値の差一収縮量
D(1350)/D(0.1)
-応力レベル

･∴
ノ

時

度
一

速
る

り

燥
よ

机

倍

引張(T) 17.7-15.6
24.5- 8.4

( ,I; )闇 き.45･5

弓温 度 i時 間

10-1′)1.35
× 103分 蘇

1

二一 一｣ ___ー_一一一____M ー_I__

lll 】
I

〟 E // ･ 〟

/′

(思～vl蒜 レ)ii6'.04011154.'756 1

↓

7

2､)レノ

コ 一

〃

.W
_

【
一

1.35〉く102分

lo一l,Tllo'33;1十

10-1′～ 2.88〉く103分′′

応力緩和- 温度依存性 (平衡)

蒜 l這力読 む蒜 T%水芸∈完,)料
種 ‡特

ヒ ノ キヒ ノ キ

(0.42)

D-119
Fig.

2,5

〟
(〟 )

緩和剛性率曲級
緩和剛性率-
温度

合成曲線

(聖莞盲慧間)
緩和スペクト
ノレ

緩 和 剛 性 率 曲

線

撮り(L)

問時

皮
温

20′～80oC

振 り ( L )

- 36-

～104秒 蘇

1,2,5N塩酸溶液に浸漬
蒸溜水中
で緩和さ
せた後,
1,2,5N
塩酸音容液
に浸漬
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i樹 種I特 性 極 力または歪 i含水率(%)極 度 l
時 間 】処 理

～104 秒

75% R.
H.およ
び 蒸溜水
中で緩和
さ せた後
1,2,5N
塩 酸溶液
に 浸漬

無

蘇

クリープ曲線 r( :; )

最終ク1)-プ
量一温度

クリープコソ
ブライアンス
一時間

D-120 Fig.4,6に同じ

FDi-gチ判 (ち.38/～.741)l呈ヱ壷孟回復 I鋼琵 f̂5)

D-113
Fig.3

ロックウェノレ
ナソバ--温
皮

無

クリープコソ
プライアソス
ー温度

D-120
Fig.7

最大収縮量一
温度

ii-gTo去】Buche

クリ-プコソ
ブライアンス
一時間

引張 (T)
応力レベル
10-80%

20～60oC 10-1～ 1.35
×103分

〟 20,60oCl10~1-103分

- 37-



木 材 研 究 第40号 (1967)

クリープ- 温度依存性 (非平衡)

蒜 二性 滝 示 定 ま壷 岳盲水素謁うl壷 丁度t高 い小 義 r処 口蒜檀

FIig70115∃Buche

ク1)-プコソ i引張 (T)
ブライアンス,
温度一時間 巨 ㍑ ､一一.)

>30 i201-ゝ60oC lo一l-103分 蘇

(ち) 木質材料の静的粘弾性 補遺

応力緩和- 蛋,応力依存性

高 一-' 種T特 n性山厄 力ま完は歪 i含哀率(形)】這 一一一度 t盲 山一高 処 理

蘇

〟 l 〟

訂10 1二層横層材∴一一 〟 l 〟 言 〟

クリープ- 歪,応力依存性

樹 種E特 性 岳応力または歪 t含水率(%)∃温 度

>100oC

処間時

圧 縮

倭.j]kg/｡m2)

負 荷 3 0分

除荷 30分

～60分

フェ ノー

ル樹脂接
着

応力緩和- 水分依存性 (非平衡)

- 38 -
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種t特 性 極 力または歪 t含水率(%)t温 度 1時 間 】処

･hr.Iノヽ＼ヽ

哩

クリープ- 水分依存性 (非平衡)

蒜山一一首 ｢十這力読 む遠 1含宗率(%)｢㌻ 妄丁 蒜 問 T □蒜
樹 種

ク リープ曲線 片持曲げ 310.i%R㌔ 粛 30㌔.5｡｡
1サ イ クル半
約 1週間

応力緩和- 温度依存性 (非平衡)

樹 種
特 性 極 力または歪 l含水率(%)l温 度 I時 間 L処 理

無

- 39-
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(e) 素材の動的粘弾性 補遺

歪, 応 力 依 存 性

産斗 這力ま主立遠 十含水率と豪)厄
度 1時 間 弓処 理

tanguile
(0.42-0.55)

A-51
Fig.6

A-51
Fig.7

A-56
Fig.4
A-56
Fig.5

D-117
Fig.
2,6

D-117
Fig.3

D-117
Fig.7

D-118
Fig.

3,8

D-118Fig.5
D-118
Fig.9

D-123
Fig.9

ヒノキ(0.40)

〟

(〟 )

ヒ ノ キ

(古材)

S-N 曲線

ヤソグ率,曲
げ強度一繰返
し数

残留緩和要素
量一繰返し数

荷重一
線変曲
荷回数

曲
負

み
と

擁
点

≡
ヤング率,曲
げ強度一擁み
振幅

寺尭み振幅の荷
重一擁み曲線
第 3変曲点-
の影響

動的弾性率一
熱処理時間

動 的ヤ ング 率
-材経過年数

内部摩擦-材
経過年数

圧電率-動的
ヤング率

二点支持曲げ
振動

無

65% R.H.

D-117 Fig.2,6に同じ

D-117 Fig.3に同じ

D-117 Fig.7に同じ

D-117 Fig.7に同じ

- 40-
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樹 種l特 性 極 力または歪 I含水率(%)･I温 度 E時 間壬処 理

Dl17 Fig,2,6に同じ

D-125
Fig.37 D-117 Fig.3に同じ

D-12F;
Fig.38

FPg:3鋸 Douglasfir

D-117 Fig.7に同じ

若鐙 違憲~ l縦熟 &L))

FPg:317.rE A t.k3a63P.誓釦 些蛋諾 譜 憎 浮農芸

(気乾)* (室温)* 無

Douglas丘r
動的弾性率〉く
比重一曲げ破
壊係数

縦振動 (L) 12,15,21

動的弾性率 〉く

比重一圧縮強
皮

対数減衰率一
曲げ破壊係数

Douglas丘r

Ⅰ-99 Western

Fig･71 hemlock

引張疲労

(310rg7/OcOm2)
静的弾性係数
一動的弾性係
数

中央集中曲げ,
曲げ振動(L) (気乾)* (室温)*

Fig.5,6,7に同じ

(5C/S)*

Douglasfir
静的弾性係数
一動的ヤング
率

中央集中曲げ,
縦波衝撃(L)

動的曲げ弾性
係数一動的ヤ
ソグ率

(室温)*I(5000C/S)*

曲げ振動,樵
波衝撃 (L)

無

- 41-
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樹 種 i特 性 1応力ま た は 歪 t含水率(形)1温 度

FITgI9,95LDouglasfir

l

Fig.21
Fig.ll,12,14

Rotbuche

Fichte誓18.irivsAc-fivter_
FPg:52はfaric.agnany

動的曲げ弾性
係数一動的ヤ
ング率(測定
値との比較)
クリーフ,
回復曲線

S-S曲線

振り剛性率に与える引張の影響

曲げ振動,縦波衝撃(L)
時 問 †処 理

(5,.5..C/cs,S)*木

〔～4 回 〕 〟

〔～6回〕 〟

-1C/S 〟

水 分 依 存 性 (平 衡)

岳樹 種Ⅰ
D･-114
Fig.3

ベ イ ヒ

D-114Fig.4し
D-114

Fig.5

特 性 t応力または歪 i含水率(%)

動的剛性率一
含水率

携 り自由振動
(L)

内部摩擦一含水率

L

動的粘性率一

含水率

時 間≒処 理

l〟 〟l弓

う

温 度 依 存 性(平 衡)

FDi訂1引 ベ イ ヒ

D-114
Fig.4

動的剛 性率一
含水率

内部摩擦一含

水率
掠 り 自 由 振 動

(L )

20,30,

45,60oC

∃ 時 間 座 理

0.1- 0.08

C//S
無

〟 】 〟

軽 率1 " 巨 ト ト 十

- 42-
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(d) 木質材料の動的粘弾性 補遺

歪, 応 力 依 存 性

TT -て 芯 ｢･.･.rl,L(.1.too,描 .･こし Irrj I.･.i ,Il :Lll･

水 分 依 存 性 (平 衡)

高 一■種 1特 + 性 ｢扇 読 む可 含水壷(%)liR 度 l時 間 す 理

合 板

(Buchlel･,1y)

FIig1.10206ispanplatte

動的弾性係数
一含水率

衝撃曲げ
(♂,_L)

-40,-10,
20,50oC,

動的剛性率一
含水率

動的弾性係数
一含水率

動的剛性率一
含水率

温 度 依 存 性 (平 衡)

樹 種

板

FBuchlel･,1y )

特 性 極 力または歪 l含水率(形)

動的弾性係数
一含水率

衝撃曲げ
(ノ,_L)

動的剛性率一
含水率

温 度 l時 間

-40,-10,
20,50oC,

- 43-
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⊆樹 種 【特

FIig70206≧spanplatte

性 l応力または歪 岳含水率(%)】温 度

動的矧生係数
一含水率

動的剛性率-
含水率

衝撃曲げ
(♂,｣-) 0-30

弓

-40,-10,20,50oC

〃

時 間 i処 理

(e) 木 材 の 水 分 応 力

膨 潤 応 力

文 献 弓 樹 種 処 理 条 件

E-01 Fig.3に同じ

E-01 Fig.5に同じ

E-01 Fig.8に同じ

測 定

件 ! 量

イソド産 80種
(0.031-1.36,T,R,)

品014とイソド産 14種 (T)

Pr01Ejィソド産 59種 (T,R)●ヽ
Fig.5

D-09;ベ イ マ ツ
Fig.

1 , 2

絶 乾 (100oC)

′′

圭(Pserdotsug等axifolia,T町 iyo二AF5Jig/C-2)

D-010tイソド産 80種

Fig･1Lplasticboard1

FDi-g9104はchaET,eL怒 O.?i5u3S,aR)

ノ キ

ボル ト締付

Narayanamurti,
/′

絶 乾- 飽水

//

最大膨潤応力
(P)一比重(〟)

P/P-P

絶乾-飽水～24時間

〟

(気乾)*-(飽水)*
水道水,塩水
浸漬,～180時間

D･iP二紳 こ同じ

10.9%m.C.調湿 洩み拘束

- 44-

膨潤応カー時間

p-細胞膜厚/
内腔径

膨潤応力一時間

片面水塗布-
20oC,45%R.H.,

～104秒

膨潤応力,乾燥応
刀-時間
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測 定
樹 種 処 理 条 件

積 層 材

(yellow b鵠 ～1.42,⊥)

方 法1条 件

琴芳芸ill/69/ovQ}/o唇 東

30-100% R.H.
80oF,～300日

品 018i( "", 0.69～1.44,⊥)

FIiEだ8岳｡ "" ,R)

FIigIO19I( 〟〟 ,⊥)

FIig7'46I( "" ,R)

毒 047L琵 Seurs,0.46,T,R)

rg
Bl

内部応力一時間

30-100% R.H.L最大内部応力ー

〟

計 算 摘 ,13筈･TG'O･;''15)

絶 乾 歪 拘 束 絶乾-
浸水,～48時間

FIigl.048贋 笠eus,..65,T,R)

FIig7'49IEBciB三ea,T,R)

FlIgTO14.IEBreSuela,0.60,T,R)

Fl!gTO142LFftabguucsTe｡.68,T,R)

〟

〟

最大膨潤応カー蒸
気圧-処理時間

膨潤応力-含水率
(計算値)

膨潤応力,歪一
時間

絶乾-
浸水,～2.5時間

絶乾-
浸水,～20時間

10.8,1.5% m.C.
調湿

1.5,10.5% m.C.
調湿

//

1･5,10-ii謡 m･C･lFig･呈6り

1.5,10.8-
20oC
85%R.H.

〟

膨潤応力一時間

1.5,10.5-
20oC

85%R.H.

ー 45-

膨潤応力ー含水率

5lニ

弾性膨潤歪一膨潤
応力

膨潤係数一含水率
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測 定
樹 種

Ⅰ-04
Fig.18

Ⅰ-04
Fig.19

Ⅰ-05
Fig.1

Rotbuche
(Fagus,0.68,T,R)

処 理 条 件

方 法 I条 項 量

無処理,蒸煮処理
(約 100oC,24-72
時間)材を45oC真
空乾燥後7.3-8
孤.C.調湿

歪 拘 束

Bongossi
(L,ophira,1.00,T,R)

Kiefer
(Pinus,0.59,T,R)

(Fagus,0.68,T,R)

〟

Bongossi
(Lophira,1.07,T,R)
Kiefer
(Pinus,0.58,T,R)
Buche
(Fagus,0167,T,R)

無処理 ,蒸煮処理
(約 10 0cc,24,72
時間)材を45oC真
空乾燥後7.3-8%
m.C.に調湿

/′

〟

および1.5,10.8%
m.C.調湿

〟

8- -20% m.C.
20oC85%R.H.
65%
R.H.

膨潤応力ー含水率

8- -20% m.C.
23oC85%R.H.
65%
R.H.

〟

〟

1.5,10.6-,
20oC,85%R.H.

20-25%m.C.

膨潤応力ー含水率

〟

2.5,9.4,ll.9%
m.C.調湿

2.3,9.6% m.C.
調湿

2.1,10.3% m.C.
調 湿

ノケ 〟

〟

調湿材-
18% m.C.

20oC,85%
R.H.,～130
時間

最大膨潤応カーヤ
ソグ率

膨潤応力一時間

膨潤応力-平均含
水率

Kiefer(P inus,T,R)
Buche(Fagus,T,R)
Eiche(Quercus,T,R)

Ⅰ-06
Fig.

4,5

07

.
局

W
g
l

I

Fi

Ⅰ-07

Kiefer
(Pinus,辺材,T,氏)

plasticboard
teak,sisso,Bam bu sa ,

arekanuJS,cutch,1.05-

1.46,Therm odinに よ る

plastic board
/Teak, WarmeplastiB-

Fig･Ù4"'zl主ee至ukムg芝苦芸

I-08
Fig.

Kiefer
5･
1～6岳(Pinus,辺札 T)

絶 乾

〟

0% m.C.調湿
加 圧

(0-30kg/cm2)

0-す飽湿-
飽湿
飽水

20oC加圧
(0-50kg/cm2)

絶乾-
浸水,～5時間

絶乾-
～24時間

20oC

O2(飽水)*
加圧下,3サイクル

- 46-

膨潤応力一時間

〟

膨潤応力ー含水率
一収縮率一時間

最大膨潤応力-加
圧力

膨潤応力ー含水率
一収縮率一時間
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樹 種 処 理 条 件
測 定

方 法l条 件 1 量

義 ?111鷹 !eurs,0.48,辺札 T,R)

毒 92321spanplatten

BroussonetiapaPyr ijTera

(素材･0･39,圧縮材,lira)

絶 乾

Carbamide,Phe-
nol樹脂接着

無処理,圧縮
-絶乾

(140-150oC)

竃 042億 riw# klic.f3i,n管 aR)

竃 043ちfTglAekg,ia｡鶉S.S,00T,R)

圧縮-絶乾

絶乾-
約 20oC,浸水,
～ 240分

-(飽水)*
20,100oC,浸水

膨潤応カー膨潤量
一時間

膨潤応カー厚さ方
向膨潤量

絶乾-(飽水)*
浸水,～24時間 膨潤応力一時間

轡 ･ooTe2r4i･ad'ap;n･iST??6k)!無処理,圧縮品乾

Holoieleainiegrifolia

(素材,0･48,圧縮材宣 8i)

竃 o招 魂 謡 空;2b?la43

〟

圧縮-乾絶

蒜 0471fTgl&ekg,ial;ali3i管 R)
〟

竃 048KAr# ,ptLT8a5ミeT)
無処理,圧縮-

絶乾

Pterospermum
acelifolium

(圧縮材,1.04,T)
圧縮-絶乾

- 47-
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樹 種

Cedrelatoona

(素a O･55,圧縮札 Of,77i)

Acaciacatechu
素材,1.09,温水抽出材,
アルペン抽出材,0.84,
テル抽出材,0.83,T,

(Acaciacatechu

処 理 条 件

無処理,圧縮-
絶乾

絶 乾

歪 拘 束

〟 1 〟

F賢 0143"雪雲嘉 義軍 .P9碍
∃Acaciacatechu

K-04
Fig.14

K-05
Fig.16

W-01
Fig.4

W-01
Fig.9

素材,0.90,温水抽出
材,0.94,アルペン抽
出材,0.96,T,R

Sitkaachte(Picea)
Rotbuche(Fagus)

plne

(pinussylvesiris.T4･3,T)

T方向拘束,
乾湿繰返し-
絶乾

R方向拘束,乾湿
繰返し-絶乾

絶乾 (90-95oC乾
燥後,塩化カルシ
ウムデシケータ中
にて冷却)

加圧 (0.38,8.05,
15.0kg/cm2)

′′
加圧 (0.38,0.82,
8.05,12.00,15.80
kg/cm2)

絶 乾

条

測

件

絶乾-(飽水)*
浸水,～24時間

〟

絶乾-
浸水,～4分

定

l!こ1.
上l_I.

膨潤応力一時間

絶乾--･
浸水,～3時間

絶乾-
浸水,～4時間

絶乾-
加圧下浸水,～6分

〟

膨潤応力一面収縮

膨潤応力一時間

膨潤応力-初期加
圧力

膨潤応力- 初 期部
自由膨潤量

膨潤応カー 試 片厚
さ(L)-最 大 膨潤
応力に違す る まで
の時間

膨潤応力-試片高
さ(T)

二 tT tt∵ ＼ tttt-.~~ ~~~ ~~t t ∴ ∴ : ttt 二

- 48-
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乾 燥 応 力

ナ
crenata 24.4,17.2,13.4,

昌LUME,R)闇 t,2･04}%nT {方
光弾性法

24--18,17-9,
12-6,8--4,2---i
1% m.C.,30oC

ト04 Fig.6に同じ

収縮応力ー含水率

収縮応力ー含水率

飽水 (180-220%
m.C.),平衡まで

フ ナ

(Faguscrenaia,0.63,R)

D-010
Fig.4

飽水- 0% m.C.
35-95oC,
50時間

A一内部応力 (a)

A-oTo'(T:全
収縮時間)

Zi6:C?0由2&,65%IIX弾性法
40oC真空乾燥,～ l収縮率一含水率-

乾燥応力一時間

(tchaEi eL誓.75Ss～O.b.t5u3S,aR)IlO･9%-･C･調湿
境み拘束

片面水塗布-
200C45%R.H.,
104秒

膨潤応力,乾燥応
力一時間

F-02 Fig.2,4に同じ

ー 49-
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測 定
処 理 条 件

redoak
(Quercus,⊥)

方 法 i条 項 量

F-02 Fig.6に同じ

生材-
80oF,25日

生材-110oF17日

生材-チ
125oF,28日

境み拘束

生材-
140oF,5日

生材-
80～140oF

生 材

qua kingaspen
tremuloides

Michx.

生 材-

E-06
Fig.6

E-06
Fig.7

E-010
Fig.3

E-013
Fig.
2,5,7

E-013
Fig.
3,4,8

sweetgum

Lignidamsbta,rraciPua,i)

Californiablackoak

(QuercuskellogNgSiN｡.,R)

膨潤応力,乾燥応
刀-時間

〟

(最大等応力線)

生材-
80-140oF,
～28日

張,圧縮応
張強度,比

例限応カー時間

引張応力/引張強
皮-時間

4-20%m.C.,501最大収縮応力-辛

50～150oF

生 材

生材,30% m.C.
調湿

(生 材)*

- 50ニー

～150oF

生材-8%e.m.C.
80oF,～120分

衡含水率-温度

収縮応力-収縮率
一含水率｣時間

収縮応力-収縮率

生 材-0% m.C.
fastdrying

生 材-0% m.C.
Slow drying

厚さ方向の応力分
布

乾燥 (二次)応カ
ー含水率
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樹 種 処 理 条 件
測 定

方 可 条 可 量

E-018
Fig.5

Californiablackoak
(QuercushelloggiiNEND.

R)plasticの積層材
12% m.C.調湿

E-018
Fig.6

//

光弾性法
12%m.C.-

15%R.H.
19時間乾燥

乾燥応力分布 (等
応力線)

〟 〟 乾燥応力分布 (厚
さ方向)

northernredoak
(QuercusiubraL.,_L) 生870吾,85%R･H･豚 脂

室 温 板厚方向の乾燥応
力分布

板幅方向の乾燥応
力分布

ii諾判 琵 Leuri)
-11% m.C.,

3日
11% m.C. 残留応力分布

毒 o岬 nd;rsob;:;PdZnrisをむ,L)
(生材)-絶乾 歪 拘 束 乾燥応力分布
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文 献

粘 弾 性 補 遺

日 本

梶田 茂,山田 正,鈴木正治,小松一雄,木材のレオロジーに関する研究 (第 2報)熱処

理材の吸湿と動的ヤソグ率について,木材誌,7,34(1961).

藤田晋輔,中戸莞二,乾燥割れに関する研究 (第 1報)引張荷重下における収縮の挙動,木

材誌,ll,36(1965).

藤田晋輔,中戸莞二,乾燥割れに関する研究 (第 2報)変形とクリープ破壊に対する引張荷

重の影響,木材誌,ll,236(1965).

高橋 徹,山田 正,木材の DryingSetに関する研究 (第 1報)水分非平衡下の引張 りク

1)-プ,特に荷重依存性について,木材誌,12,6(1966).

太田 基,坪田禎之, 2-plylaminatedwoodの疲労に関する研究 (第 1報)木材の曲げ

試験における静的粘弾性挙動についての一考察,木材誌,12,26(1966).

A-56

A-57

A-58

A-55

A-52

太田 基,坪田禎之, 2-plylaminatedwoodの疲労に関する研究 (第 2報)2-plylami-

natedwoodの曲げ試験における静的粘弾性挙動について,木材誌,12,90(1966). A-54
URAKAMI,H.andK.NAKATO,Theeffectoftemperatureontorsionalstressrelaxa-

tionofwetHinokiwood,木材誌,12,118(1966). A-53

太田 基,坪田禎之, 2-plylaminatedwoodの疲労に ついての 研究 (第3報)木材の繰

返し曲げによる疲労についての一考察,木材誌,12,210(1966). A-51

FuJITA,S.,StudiesonthedryingcheckIII.Thein臥lenCeOftemperatureonsome

behaviorsofwoodduringdryingundertensileload,木材誌,12,266(1966). A-59

高橋 徹,木材乾燥におけるク1)-プ,木材工業,21,349(1966). B-46

深田栄一他3名,木材の動的弾性率及び圧電率の年代経過による変化,小林理研報,6,104

(1956).

深田栄一他3名,木材の動的弾性率及び圧電率の年代経過による変化, 応用物理,26,25

(1957).

小原二郎,古材に関する研究,千葉大工研報,9,No.15,1(1958).

KITAHARA,K.,Stressrelaxationofchip-boardinhotpress,⊥東大演習林報, No.53,

161(1958).

D-117

D-118

D-125

D-121

探田栄一,結晶性高分子物質の圧電効果,小林理研報,9,No.1-2,45(1958). D-123

藤田晋輔,高橋 徹,引張荷重下の収縮-の温度依存性,島根農大報,No.14,87(1965). D-120

URAKAMI,HリThestressrelaxationofwetwoodduringthediffusionofhydrochloric

acid,京府大報,No.18,99(1966).

山田 正,角谷和男,金谷紀行,木材の RhO-opticsI.ヒノキクリープ過程の赤外吸収,木

材研究,No.38,21(1966).

則元 京,山田 正,木材の動的携 り粘弾性,木材研究,No.38,32(1966).

大迫靖始,山田 正,鋼球圧入法による木材の静的粘弾性挙動の推定,木材研究, No.38,

58(1966).

D-119

D-115

D-114

D-113

南 義夫,木材の吸水による膨張力,第10回材料試験連合講演会,前刷,147(1966). D-122

則元 京,山田 正,パ-テイクルボードのクリープについて,木材研究, No.39,22
(1966).

ア メ リ カ

FuLLER,F･B･andT･T･OBERG,Fatiguecharacteristicsofnaturalandresin-impregnat-

ed,compressed,laminatedwoods,J.Aero.Sci.,10,81(1943).
GALLIGAN,W.L andL.D.BERTHOLF,Piezoelectriceffectinwood,ForestProd.J"
13,517(1963).

JAMES,W･JリVibration,staticstrength,andelasticpropertiesofclearDouglas-丘rat
variouslevelsofmoisturecontent,ForestProd.Jリ14,409(1964).
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HEARMON,良.F.S.,Theoryofthevibrationtestingofwood,ForestProd.∫.,16,29

(1966).

K臼BLER,H.,PlastischeFormungundSpannungsbeseitigungbeiH61zern,unterbeson-

dererBerticksichtigungderHolztrocknung,HolzalsRoh-undWerkstoff,14,442
(1956).

ScHNEIDER,H.,UntersuchungendberdasVerhaltenYon Holzwerkstoff-Flattenbei

StoLSbeanspruchungsowietiberihrendynamischenElastizitats-undSchubmodul,

HolzalsRoh-undWerkstoff,24,41(1966),
ScHNIEWIND,A.P.,UberdenEinau8YonFeuchtigkeitsanderungenaufdasKriechen

vonBuchenholzquerzurFaserunterBerticksichtigungvonTemperaturund

Temperaturanderungen,HolzalsRoh-undWerkstoff24,87(1966).

GILLWALD,W.,UntersuchungentiberdieDauerfestigkeitvonmehrschichtigenSpan-

platten,HolzalsRoh-undWerkstoff,24,445(1966).
MARRA,G.GりR.F.PELLERINandW.L GALLIGAN,Nondestructivedeterminationof

woodstrengthandelasticitybvvibration,HolzalsR-oh-undWerkstoff,24,460

(1966).

KoLLMANN,Fリ UberUnterschiedeim rheologischenVerhaltenYon Hol岩undHolz-

E--37

Ⅰ-102

I-100

Ⅰ-101

Ⅰ-98

Ⅰ-99

werkstoffenbeiQuerdruckbelastung,Forsch.Ing.Wesen,23,49(1957). K-8

KoLLMANN,F.,VerformungundFliessenbeiQuerdruckbelastungYonHolzwdrfeln,
Z.Materialprtifung,2,289(1960).

M6HLER,K.,DieWeiterentwicklungdeskonstruktivenHolzbauesdurchdieHolzfor-

schung,Holz-ForschungundHolz-Verwertung,12,41(1960).

K-

K-10

KoLLMANN,F.,BeispielepraxisnaherHolzforschung,Holzzentralblatt,No.85,1(1962).K-7

イ ギ リ ス

HEARMON,R F.S.,Theeffectoftensiononthetorsionalrigidityofwoodenstrips,

Inst.ofWoodS°i.JリNo.13.37(1964).

水 分 応 力

日 本

高橋 徹,大野則道,光弾性応力計による木材の内部応力の測定 (第2報),収縮応力につい

て,木材誌,12,67(1966).

TARKOW,H.(横田訳),木材と水の相互作用,木材工業,16,111(1961).

小倉武夫,木材の水分移動性および乾燥中に生ずる温度による影響, 杯試報, No.77,35
(1955).

0-5

大沼加茂也,斉藤寿義,木材の収縮経過に関する2,3の考察,林試報,No.116,75(1959).
C一一01

NARAYANAMURTI,D.andR.C.GUpTA,Swellingpressureofwood,材料, 10, 434

(1961).

高橋 徹,山田 正,梶田 茂,木材乾燥応力の-測定法について,京大農演習林報, No.
32,33(1961).

南 義夫,木材の吸水による膨張力,第10回材料試験連合会講演会,前刷,147(1966).

岡 康寛,則元 京,山田 正,ヒノキ柾目および木口材の反 りについて,木材研究, No.

39,29(1966).

ア メ リ カ

TARKOW,H.andH.D.TuRNER,Theswellingpressureofwood,ForestProd.∫.,8,
193(1958).

YouNGS,R.L.andC.B.NoRRIS,Internalstressesinwood,ForestProd.∫.,9,367

(1959).

D-01

D-02
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